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本調査は． パキスタン北西辺境州ハザーラ地方におけ バード、ハ リプールの四地区に分割される (図１）。
る古代都市の成立と発展，並びに文物の東西交流を， 南部は平地の多いなだらかな丘陵地帯であるが， 北部
考古学的. 美術史学的に解明することを目的とするも 'よ険峻な山岳地帯となり，
ムハイウェイが縦貫する。
そこをぬうようにカラコル
平成４年度より文部省科学研究費 (国際学術研 南部のタキシラ近郊などごので，
究）（の交付を受け， ２カ年にわたって同地方における <一部の地域を除き この地方の殆どが考古学的に未
考古学的調査を実施した。調査はパキスタン考古・
博物館総局と共同して行なわれ，現在もなお継続中で
ある。
ハザーラ地方は，東西約４０kｍ，南北約180kｍ，ガ
ンダーラ地方とはインダス川を挾んで対岸（東岸）に
位置し，北からコーヒスタン，マンセーラ，アポッタ
調査であり， 我々は同地方の踏査を行ない遺跡分布図
を作成することをまず第１の課題と果題とした。４年度に
アポッタバード，ハリI土，バトグラム，マンセーラ！
プールの４地区において計28遺跡、 翌５年度には，ダ
ターコート，バト
ド．ハリプールの
ス，パッタン，ベシャム，アライ，ダ
グラム，マンセーラ，アポッタバード，
9地区において計52遺跡を踏査した｡ 本稿では，平成
5年度の調査の中から仏教時代に属するアライ地区の
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ボーカル遺跡群に関して報告を行なう。
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ボーカル村はアライ川の南岸に形成された舌状台地上
に位置する。 アライjllはイ ンダス川の支流の１つであ
り， ボーカルより西流すること約３０kｍ､ ターコート
でインダス川と合流する。現在は， とうもろこし畑が
一帯に広がり穀倉地帯として土地利用されている。 〈７
回の調査では，
した。この内，
村内において６つの遺跡の存在を確認
ボーカル・ストゥーパ遺跡は．アライ
地区において初めて発兄された仏教遺跡であり， 仏教
美術の伝播の問題を考える上で極めて重要な意義を
もっている。ボーカル・ストゥーパ遺跡は，舌状台地
このなだらかに北に傾斜した約５０×40ｍのとう もる
こし畑内にあり，北を現代の墓地，南を人家が囲み，
東西を谷で区切られている。 近年の盗掘により３基の
今回の調査ではこれを中ストゥーパが露出しており，
心に２つのトレンチを設定した。その結果，北辺すな
;lＡＷＡＬＦＩＮＤｌＷ わち墓地近くにおいて合計４基のス トゥーパの存在を
確認した。図１ハザーラ地方全図
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ストウーパＡ
今回調査した４基の内，最大のストゥーバである。現
致し，ストゥーパ上部
．墓地がストゥーパの
在の地表面が基壇上面にほぼ
3r4wﾉﾑ｢。Iよすでに破壊されている。また，
北側に関しては基壇部分にも北半分をおおっており，
破壊が及んでいるものと思われる。従って，北半分に
ついては未調査であるが，平面プランはおそらく正方
形の４辺に突出のある十字形で，４万に階段が備わっ
ていたと考えられる。現存する十字形プランをもつス
トゥーパの遺構としては，バマーラ・ストゥーパなど
が比較資料として参考になろう。基壇部の突出を含ま
ない正方形部分は幅７．７ｍ(東一西)，階段部分の突
出は東側で長さ２４ｍを計測した。東側は側面から
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みて階段状に石が積まれていることが確認できたが，
西側では基壇の正方形部分からすぐに階段が設南側， ０５１０ｍ
突出部が基壇と同じ高さのテラス状けられておらず，
になっており，； 図２ボーカル・ストゥーパ遺跡全図東側と南，西側とでは突出部に構造上
る。今回は，ストゥーパ内部の調査にの相違がみられる。‘
は及んでいないため， の幅(東一西）３６ｍ・基壇部の装飾柱は高さ２０cm・
ストウーパ、
方形基壇の奉献塔。基壇の幅（東一両）２５ｍ・基壇
部の装飾柱は高き１５ｃｍ･
出士品
土器片が大量に出土し，壷，甕，塊などの断片を500
片以上採取した。しかし，ストゥーパ周辺一帯は，近
このストゥーパが増拡を受けて
同様いるか否かについては現在のところ不明であり，
に突出部の構造の相違も時代的な差異によるか否かは
西側突出部は幅1９今後の調査を俟たればならない。
両端にはカンジュールによる装飾が残存する（ 墓１，勺
壇は高さ11ｍ，基壇側面には，カンジュール石に浮
彫された装飾柱（柱高３４cm）が表わされる。なお，
な盗掘活動のために攪乱が甚だし<， 層年の大がかりトゥーパに使用されていた石材が墓地の境界石に転ス
位的調査を行なうことはできなかった。用されている。その中には鼈，あるいは装飾柱を浮彫
したカンジュールが含まれ，往時のストゥーパ装飾の
様子を偲ぶことができる。
ストウーパＢ
方形基壇の奉献塔。ストゥーパＡの東に位置する。東
側北側東半分は破壊され，基壇のレベルまで内部が
4基のストゥーパに共通する特徴としては，①方形の
ストゥーパであること，②板状に加工した切石とカン
③基壇表ジュールを組み合わせて使用していること，
と，などが挙げら面に浮彫柱の装飾を具えているこ
露出している。南面は他の面と比較すると保存状態が れろ、
今回の発掘調査中には仏像は発見されなかった（寵が残存南面胴部のカンジュール装飾部分に，よい。
しかし，ストゥーパＢの篭の存在，またおそらくは
ストゥーパＡのためと思われる篭をともなったカン
ジュールの残存していること，さらに出土地点は明ら
かではないが．仏像の膝の部分とおぽしきストゥッコ
断片（現在，村人の所有に帰している）が発見されて
おり．当初は少なくともストゥッコ製仏像の装飾がス
している。
基壇の幅（南一北）３６ｍ・基壇部の装飾柱は高さ
１７ｃｍ・
ストウーパＣ
方形基壇の奉献塔。ストゥーパＢの南に位置レス，ス
基壇トゥーパＢに基壇が接する形で造立されている。
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図３ストゥーパ分布図
トゥーパに施されていたものと思われる（ この中にはガンダーラ墓葬文化に属すると思われる青
銅製品なども含まれる事から。伽藍全体について考察を加えるには充分な調査を行 同遺跡が少なくとも紀
なっていないが，地元住民によれば，上記４基の方形 元前７－６世紀頃から紀元後５世紀頃にわたる時期に
ウーパ以外にも円形基壇の奉献塔が少なくとも 存続したことが確認できる。スト 青銅，ガラス製
この地域におけ
３ ざらに，
基は存在するという。また，本伽藍が僧院を伴ったも 品などが大量に出土していることは。
のであるかどうかも現段階では不明である。 る盛んな交易の実態を示すものとして特筆すべき成果なお。仏
教寺院を造営する際の立地に関して‘ 道俗の居住区域
，あるいは頂上
，本遺跡は周囲
の１つに挙げられよう。なお，これらの遺物の中で，
たとえばガラス製の腕輪，鉄製の錠，象牙製の鏡の柄とはやや離れた所． たとえば山の中腹，
に伽藍が築かれる場合がある。 などは， 同じインダス川東岸に位置する夕しかし， キシラで同
種のものが出土していることが注意される。を山に囲まれた立地条件でありながら平地に造立され 今後，土
ストゥーており， 周辺では同時代の住居趾と思われる建造物の 器を含めた遺物の比較検討，寺院の伽藍配眉や
遺構が発見されている。 この立地条件にも注意を払っ パの構造などについてさらに詳細な調査を行ない ざ
らには同地区内で調査区域を拡大することによって．ておく必要があるだろう。
アライ川流域における文化の地域的な特質を把握する
とともに， 周辺地域すなわちタキシラなど南部の地区この仏教遺跡と隣接する地区では，ダイアパー積の石
造建造物の遺構が発見されている。また，この地区内
からは，大量の土器をはじめ，コイン，装身具などを
含む青銅，鉄，ガラス，玉，石，象牙製品が出土して
やインダス川対岸のスワートなどとの比較研究を行な
うことにより，インダス川をはさむいわゆる広義のガ
ンダーラ文化圏の中でのこの地域の位置付けに関して，
(地元住民によって農作業中に発見されたもの)。 新たな知見が得られるのではないかと思われる。いる
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図４ストゥーパＡ（東から） 図５ストゥーパＡ東側階段（南南西から）
図７ストゥーパＢ篭図６ストゥーパＢ（南西から）
図８ストゥーパＣ（南東から・奥はストゥーパＡ） 図'９ストゥーパ，（北から）
